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1961 年生まれの私は、印刷文化の爛熟期に成長期を過ごした世代である。大学院時代に西アフリカで口頭

伝承の調査を行ったのをきっかけに開発問題に関心を持ち、いわゆるリテラシーの研究を始めた。その後、大

学で教鞭を取るようになり今に至っているが、途上国への読み書き算術の普及について考えるはずが、普及す

べき手元の道具がどんどん変わってしまい自分がついていくのに四苦八苦する、そんな研究人生である。 

今の職場は人文学の伝統を重んじるところだが、ここでもまたデジタル技術の活用を推進してきた研究者の

リーダーシップのもと、デジタル・ヒューマニティーズの導入が進んでいる。若い世代ほど積極的で、近頃で

は、そろそろ「デジタル」という形容詞はいらないだろう、という声も耳にする。そして、その勢いは、Covid-

19 の世界的流行を受けてさらに加速している。今回、日本英文学会の特別シンポジウムがコロナとデジタル

という二つのテーマを掲げ、私にお声がかかったのもそんな世界的な趨勢のゆえだろう。 

コンピュータやインターネットも活版印刷術も、さらに遡って数千年前に登場した書記体系も、技術史や経

済史の専門家が「汎用技術 general purpose technologies, GPTs」と呼ぶ、「同じ技術が社会の様々な領域でそれ

ぞれの用途に使われる」不思議な道具である。汎用技術の定義はいくつかあるが、文学研究など直接的に工学

には携わらない活動も視野に入れた定義として、Lipsey らによる次の定義が参考になる。 

 

“A GPT is a single generic technology, recognizable as such over its whole lifetime, that initially has much scope 

for improvement and eventually comes to be widely used, to have many uses, and to have many spillover effects.” [1] 

 

Lipsey らの研究でさらに重要なのは、いわゆる「革新 innovation」を「革新的技術 technology-radical」と「革新

的使用 use-radical」に分類し、汎用技術はもっぱら革新的使用によって生まれると述べていることである。た

とえば、15 世紀後半、西欧で成立した活版印刷はまさに革新的使用の代表例である。 

文学も含めて近代的な諸制度が活版印刷を主たるインフラとしてその革新的使用を通じて普及してきたこ

とはよく知られている。ただし、その普及は主に先進諸国に限られており、21 世紀初頭の時点でも、たとえば

先進諸国と低開発国の読み書き用の紙の使用量には驚くほどの差があった [2]。他方、20 世紀後半以来普及が

進むコンピュータとインターネットは活版印刷に続く情報分野の代表的な汎用技術である。その起源の一つは、

人が行う計算の手順を規則のリストに単純化することによって同じ作業を機械に実行させるというアイデア

にあり、コンピュータの基本的な機能は今も計算である。しかし、半導体やメモリー、また入力システムやデ

ィスプレイなどの革新の結果、人が行う様々な活動がコンピュータによっても模倣されるようになっている。 

最新の国際統計を見ると、印刷物の普及が進まない一方で、インターネットの普及は Covid-19 の世界的流

行にもかかわらず伸び続けている [3]。それほどまでに世界中で必要とされる技術ということであるが、ここ

で注目すべきは、近年、デジタル技術の普及が引き起こす負の側面（サイバー犯罪、電力使用の環境負荷、SNS

使用をめぐるトラブルなど）の指摘も増えていることである[4]。もちろん印刷技術にも負の側面はあったが、

デジタル技術の場合、正負の揺れ幅がより大きくなっている。 

この新しい汎用技術との付き合い方はこれからも試行錯誤が続きそうだが、言葉の読み書きという観点から

見て重要なのは、デジタル技術の汎用技術化の過程でたくさんの革新的使用が試みられ、読み書きの選択肢も

広がってきたという事実である。近現代の印刷物においても様々な革新的使用が積み重ねられており、文学者、

文学研究者、そして、翻訳者も重要な役割を果たしてきた。ただし、そこで新たな挑戦を行えるのは印刷技術

と直接に接点を持つ一部の人々に限られていた。それに対して現在のデジタル情報環境では、フォントの選択

はもちろん、ページ上の点、線、形、色、位相などユーザーが使える視覚チャンネルの選択肢が格段に増えて

いる [5]。 

これまで文学や文学研究の革新において印刷の専門家との共同作業が重要な役割を果たしていたのと同じ

ように、デジタル・ヒューマニティーズにおいて革新的使用を追求するためは、文学者、文学研究者、情報学

研究者の間の共同作業が極めて重要である。そのような新しい共同作業の展開、そこでの若手研究者の活躍を

お伝えすべく、報告の後半ではこれまでデジタル・ヒューマニティーズの多くのプロジェクトに関わり、目覚

ましい成果を挙げてこられた情報学研究者、中村覚氏をお迎えし、その活動の一端をご報告いただく。 
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本発表ではデジタル・ヒューマニティーズの実践例を紹介する。特に文学研究者と情報学研究者の共同研究

の例、およびデジタル・ヒューマニティーズを支える基盤技術である IIIF（International Image Interoperability 

Framework）と TEI（Text Encoding Initiative）について取り上げる。 

IIIF は画像などの Web コンテンツを共有するための国際的な枠組みである。国内外の文化機関が IIIF に準

拠した共通のフォーマットで画像を公開することにより、複数の機関が公開する画像を 1 つのビューア上で比

較することができる、IIIF に対応したさまざまなツール（画像への注釈付与、画像の重ね合わせ、等）を利用

することができる、といった利点が得られる。この IIIF の応用例として、東京大学総合図書館のパーシー・ビ

ッシュ・シェリー（Percy Bysshe Shelley, 1792-1822）の手稿の公開プロジェクトが挙げられる[6]。この手稿で

使用されている紙にウォーターマークといわれる"透かし"が入っていることが、シェリ研究の第一人者であっ

た床尾辰男先生などから指摘されていた。そこで本プロジェクトではアルヴィ宮本なほ子先生のご協力のもと、

この手稿の透過光画像を撮影し、元の画像と透過光画像を比較して閲覧可能な環境を構築した。この機能開発

に IIIF を利用することで、さまざまな観点からの画像比較を可能としている。 

TEI は人文学のための電子テキスト構造化の国際的なガイドラインである。TEI に準拠したデータを作成す

ることにより、同じく TEI に準拠したさまざまな分析・可視化用のアプリケーションを利用できるほか、研究

に活用し得る要素（固有表現や校異情報など）を適切に抽出・記述することができる。この応用例として、源

氏物語の研究を専門とされている田村隆先生（東京大学大学院総合文化研究科）と共同で取り組んでいる「デ

ジタル源氏物語」プロジェクトを紹介する[7]。本プロジェクトでは、『源氏物語』に関する様々な関連データ

を収集・作成しそれらを結びつけることによって、『源氏物語』研究に加え、古典籍を利用した教育・研究活

動の一助となる環境の提案を目指したシステムを開発している。本システムが提供する機能の一つに、校異源

氏物語（『源氏物語』主要本文の校異を示した研究書）とその現代語訳を 1 文単位で紐付け、それらを対応づ

けながら閲覧できる機能がある。この異種テキストの関連づけにあたり、TEI に準拠した記法を採用している。

また、国内外の機関で公開されている源氏物語の写本・版本との対応づけも行い、テキストと画像を相互に閲

覧可能な環境を構築している。このテキストと画像の関連づけにあたっても、TEI と IIIF を採用している。 

TEI に関する他の応用例として、フォルジャー・シェイクスピア・ライブラリーでは、シェイクスピア作品

の脚本構造を TEI でマークアップしたデータを公開し、さらに舞台を前提とした閲覧・抽出・分析を可能とす

るアプリケーションの構築を行なっている[8]。 

昨今、さまざまな研究データがインターネット上で公開・利用可能となっており、またそのデータの記法お

よび構造の国際化・標準化が進められている。このような背景から、国際的な共同研究および複数の学問分野

を超えた学際的な研究を進めやすい環境が整いつつある。学際的な研究に内在する特有の課題もあるが、本発

表が学際的な研究およびデジタル・ヒューマニティーズを考える上でのヒントになれば幸いである。 
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